
青
森
上
局
間

（
一
）
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
青
森
市
大
字
石
江
字
高
間

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
六
月
―

一

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
青
森
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
淳

一
・
相
馬
俊
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
平
安
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
間

（
一
）
遺
跡
は
、
青
森
市
西
部
の
国
道
七
号
と
Ｊ
Ｒ
新
青
森
駅
の
間
の

標
高
九

ｍ
前
後
の
丘
陵
地
に
立

地
す
る
。
東
北
新
幹
線
新
青
森

駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら

ケ

高

間

（
３

・
新

城

平

岡

部細
　
（四
▼

新
田

（
こ

の
三
遺

圭戸

跡
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。

酬
　

今
回
紹
介
す
る
高
間

（
一
）

遺
跡
は
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら

三
カ
年
で
約
八
五
〇
〇
ポ
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
の
落
し
穴
状

遺
構
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居

・
溝

。
円
形
周
溝

・
井
戸

。
掘
立
柱
建
物
、
中

世
の
井
戸
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
遺
物
は
縄
文
土
器

・
石
器
、
弥
生
土
器
、

平
安
時
代
の
土
師
器

・
須
恵
器
や
、中
世
の
陶
磁
器

・
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
丘
陵
先
端
付
近
で
検
出
し
た
井
戸
Ｓ
Ｋ
九
七
と
、
南
東
側
の
平
坦

面
で
検
出
し
た
井
戸
Ｓ
Ｋ

一
一
六
か
ら
出
土
し
た
。
と
も
に
中
世
の
遺
構
と
考

え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
九
七
は
平
面
が
不
整
円
形
を
呈
し
、
長
径

一
三
〇
釦
短
径

一

一
三
誘

、
深
さ
二
九
七
卿
を
測
る
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
箸
状

や
板
状
の
木
製
品
、
漆
器
椀

・
皿
、
ま
な
板
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
木
製
品
で
、
確

認
面
か
ら
九
五
釦
の
深
さ
に
あ
る
植
物
遺
存
体
を
多
量
に
含
む
厚
さ

一
六
五
伽

の
黒
色
土
と
、
そ
の
下
の
厚
さ
二
〇
帥
ほ
ど
の
概
殻
の
層
、
さ
ら
に
下
に
堆
積

し
た
植
物
遺
存
体
を
多
量
に
含
む
黒
色
土
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
は
五
点
が
確

認
さ
れ
た
。
上
層
で
は
土
師
器
杯

。
甕
、
須
恵
器
奏

・
重
な
ど
古
代
の
遺
物
も

混
在
し
て
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ

一
一
六
は
平
面
が
不
整
円
形
を
呈
し
、
長
径

一
三
二
伽
短
径

一
一
人
釦

を
測
る
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
湧
水
が
激
し
く
壁
崩
落
の
危
険
が
あ
り
、
途

中
で
精
査
を
終
了
し
た
た
め
、
深
さ
は
二
三
〇
伽
ま
で
し
か
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
出
土
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
が
木
製
品
で
、
確
認
面
か
ら
深
さ

一
四
〇
印
以
下

の
、　
一
―
三
伽
大
の
炭
化
材
を
多
量
に
含
む
灰
黄
褐
色
土
か
ら
出
上
し
た
。
木

簡
は
二
点
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
は
箸
状
、
杵
状
、
自
状
の
木
製
品
が
出

上
し
た
。
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８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

井
戸
Ｓ
Ｋ
九
七

①

　

□
□

②

　

「□
　
　
□

③

　

口

□

□
□
□

ω

　

□

０

　

「口
□
」

井
戸
Ｓ
Ｋ
一
三
ハ

⑤
　
・
口
回

・
□
□
□
□
□

⑦

　

「
□
」

い
ず
れ
も
墨
痕
の
残
存
状
況
が
悪
く
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
に
よ
る

確
認
後
、
墨
痕
が
消
え
て
し
ま
い
、
図
化
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

い
は
左
辺
の
上
下
両
端
を
斜
め
に
削
っ
て
い
る
。
上
端
部
は
つ
ま
み
状
で
あ

□

（
中
∞
ω
）
×
卜
∞
×

Ｐ
ｏ
の
　
ｏ
ω
］

（
Ｎ
Ｐ
］
ｂ
）
×

Ｐ
Ｎ
×
∞
Ｎ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
Ｐ
∞
∞
）
×

Ｐ
Ｏ
〕
ф
×

∞
　

ｏ
∞
〕

（
］
的
ヽ
読
）
×

μ
の
×

ヽ
　

ｏ
∞
〕

Ю
∞
ｏ
×

Ｐ
ｏ
ф
×

い
　

ｏ
伽
岸

（
∞
⇔
ｂ
）
×

Ｐ
『
×

∵
伽
　

ｏ
Ｐ
Φ

∞
卜
φ
ｂ

×

い
∞
×

Ｐ
Ｐ
］
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

る
が
、
先
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
②
は
上
端
を
圭
頭
状
に
成
形
し
、
下
端
を
欠

損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
表
面
の
上
端
部
と
中
央
部
に
確
認
さ
れ
る
。
裏
面
は
山

形
に
削
ら
れ
て
お
り
、
断
面
は
三
角
形
を
呈
す
る
。
①
は
板
状
で
、
上
下
両
端

を
欠
損
し
て
い
る
。
墨
痕
は
赤
外
線
観
察
時
に
は
両
面
に
確
認
さ
れ
た
が
、
片

面
の
墨
は
抜
け
て
し
ま
い
、　
一
面
の
み
が
残
存
し
て
い
る
。
い
は
上
端
を
欠
損

し
て
お
り
、
下
端
は
削
い
だ
よ
う
に
薄
い
作
り
で
、
表
面
に
反
っ
た
形
状
で
あ

る
。
０
は
上
端
を
平
坦
に
削
り
、
下
端
左
側
面
を
斜
め
に
削

っ
て
い
る
。
墨
痕

は
中
央
よ
り
上
の
部
分
に

一
文
字
ま
た
は
二
文
字
分
確
認
さ
れ
る
。
⑥
は
薄
い

板
状
で
上
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
⑦
は
下
端
の
右
側
が
弧
状
に
削
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
学
習
院
大
学
の
鐘
江
宏
之
氏
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（木
村
淳
一
。
相
馬
俊
也
）
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